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1．は じめに

　阪神淡路大震災以後 、 鋼製橋脚の 脆性破壊 が着 目され るよ うにな っ た 。 あ る研究報告
D

による と 、 地 震動に よ っ て 塑性歪が 導入 され、鋼材 の 破壊靭性 が低 ドして い た こ とが指摘

され た 。 こ れ まで 塑性 歪を受け た鋼材の 材質劣化 に つ い て 多 くの 研究が行われて きた 2）。

しか し、 既 往の 研 究は 溶接継 手部に 対 して 十分 な調 査が行 われて い ない ように思 われ る 。

そ こで 、 本研究 は 、 鋼製橋脚 隅角部 の脆性破壊を防止す る ため の 研 究の 環 と して 、塑性

歪が鋼材 およ び溶接継手部の 機械 的性 質に与 える影響 を実験的に調査 した。

2，実験方法

　鋼材 は板厚 13mmの SM490YB を 用

い た 。 鋼材の 機 械的性質を Table 　1

に示 す 。 溶接方法 は 炭酸ガ ス ア
ー
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形状を Fig．1 に 示す 。 な お、裏当

て 金 は 、 試験鋼材 と同じ鋼材 と した 。 溶接 後 に与え た

塑性 歪履歴 は 、 Fig．2 に 示す単調引張 お よび
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し引張 とした。歪 ゲージ を貼 り付けて 母材、熱影響 部
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SM490YB13 405 539 26126 （atO ℃ ）

およ び 溶接金属部に 目標 の 塑 性歪 を導入 した 。 実験の

組 合せ を Table　2 に 示す 。 試験体 に導 入 され た塑 性歪

に は ば らつ きが あ るの で 、 目標 塑性歪 に対 し± 2％ を

一
つ の グル ープ と して 扱 っ た。機 械 的性質は硬 さ試

験 、 引張試験お よび 衝撃 試験に よ っ て 求め た。硬 さ

試験は JISZ2244 に よ り荷重 98Nで 行 っ た 。 引張試

験片は Fig．3 に 示す丸榛 引張試験 片を用 い た。また 、

衝 撃試 験 は JISZ2242 に よ っ て 行 っ た 。
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3．実験結 果

　硬 さ試験結果を Fig．4 に示す 。母 材、熱 影響部 お よび 溶接金 属部い ず れ の 部位 も塑性歪

の 増加 に伴い 、 硬 さが 上 昇 した 。 ビ ッ カ
ー

ス 硬さの 上昇量 は最大で 50程 度で あ っ た 。

　引張試験結果 を Fig5 および Fig．6 に示す 。 塑 性歪 の 増加 に 伴い 、 下 降伏 点お よ び引張 強

さともに上昇 した 。 特に下降伏点の 上昇量が大 き く、 最大で 300MPa程 度上 昇 した 。

　衝撃試 験結果 を Fig．7〜Fig．9 に示す 。 い ずれの 部位 も塑性歪の 増加 に 伴 い 、 上部棚 エ ネ

ル ギ
ー

は 低下 し、エ ネル ギー遷移温度 お よび破 面遷移 温度 は ともに高 温側 へ 上昇 した 。 た

だ し、 塑性歪 が 10％以上 にな ると 、 両遷移温度は ほぼ
一定 の値を示 した 。
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